
 

令和３～５年度に係る学長の業績評価（最終評価）について 

 

令和６年９月３０日 

国立大学法人静岡大学長選考・監察会議 

 

 

国立大学法人静岡大学長・選考会議は、令和３～５年度に係る学長の業績評価

（最終評価）を実施しましたので、「国立大学法人静岡大学長の業績評価に関する

規則」第６条及び「静岡大学長の業績評価の取扱いについて」第５に基づき、下記

のとおり公表します。 

 

記 

 

１．経過 

（1）令和６年度第１回学長選考・監察会議（令和６年４月 23 日開催） 

令和３～５年度に係る学長の業績評価（最終評価）を「静岡大学長の業績評

価の取扱いについて」により９月末日までに実施すること、学長選考・監察会

議による学長へのヒアリングを実施すること、学長が作成する自己評価書様

式及び学長選考・監察会議委員が作成する業績評価書様式について確認した。 

 

（2）令和６年度第２回学長選考・監察会議（令和６年６月 26 日開催） 

学長から、自己評価書に基づき、各評価項目の業績に対する説明があり、ヒ

アリングを実施した。ヒアリング実施後、委員間で評価区分及び全体を通して

の意見交換を行った。 

 

（3）令和６年度第５回学長選考・監察会議（令和６年９月 25 日開催） 

令和３～５年度に係る学長の業績評価（最終評価）の最終確認を行った。 

 

 

２．評価結果の概要 

別紙のとおり 

 



国立大学法人静岡大学長業績評価 評価結果〔評価概要〕 
国立大学法人静岡大学長選考・監察会議 

評価対象期間 令和３年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

評価日    令和６年９月２５日 

内      容 

 

〔教育〕 

学長のリーダーシップの下、地域連携を指向するグローバル共創科学部及び山岳流域の地域課題を扱う山岳流域研究院を新たに設置した

ことを、高く評価する。また、情報教育充実の推進や、人文社会科学研究科におけるリカレント教育の体制整備なども、地域の期待に応え

る人材育成の取り組みとして評価する。特に情報学部の数理・データサイエンス教育については学外からも高く評価されており、令和５年

度には理学部も文部科学省の「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」に認定され、他の学部でも取組みが進んでいる。これらの取

組みに「静岡大学の特色を生かす」という観点が加われば、本学の特色として外部発信できる成果となることも期待できる。中間評価にお

いて課題となっていた教育の質保証に関する取組みは、自己点検・評価を実施し改善に努めたことを評価する。所信で表明した取組みにつ

いて、スピード感をもって着実に進めており、全体として高く評価する。 

 

 

〔研究〕 

県内大学間の連携強化を図るため、シンポジウム開催などの取組みを進めたことを評価する。また、科学研究費の採択数向上に取り組

み、一定の成果が得られたことを評価する。中間評価における課題として、大型研究費の採択数の増加や大学全体の研究力向上に向けた課

題に向き合い、プロジェクト研究所の拡充や新たに組織的な研究力向上に繋がる取組みに着手していることは評価できるが、まだ十分な成

果をあげるには至っていない状況であることから、今後の取組みに期待する。また、継続した研究力向上のため、研究環境の整備と支援な

どの継続的な取組みに期待する。 

 

 

〔社会連携・地域貢献〕 

地域連携を指向したグローバル共創科学部の設置及び流域課題解決に関わる山岳流域研究院の設置により、地域社会の発展に貢献する人

材育成の基盤のひとつを整備し、学内外に本学が教育を通じて地域貢献を目指すとの力強いメッセージを発した。また、従前からの県西部

地域を中心とした産学連携の関係を維持・発展させたほか、多様な地域団体との連携推進や理科教育を中心とした地域貢献、防災総合セン

ター関係教員による災害調査など、多種多様な社会連携、地域貢献に向けた取組みが積極的になされている。加えて、松崎町、松崎町観光協

会、伊豆半島ジオガイド協会との４者共同による「2030 松崎プロジェクト」の推進、未来社会デザイン機構による「伊豆半島探究学習サミ

ット」の開催などによる地域の特色を生かした静岡県東部地域の振興を支援する新しい取組みが開始されたことを評価する。東部地域の振

興支援の規模は現段階では小さいが、今後、大学の組織的取組みとして教員が連携することで「地域連携プラットフォーム」の構築が可能と

 

学長の所信と中期計画等を着実に達成したと認められる 



なるので、学長のリーダーシップの下、本学独自の地域貢献活動の柱の一つとされること、さらに、これらの取組みを静岡県全体へ展開し、

大学の教育・研究の向上に繋がることを期待する。なお、実績の出ている取組みに関し、社会に向けて情報発信を行う体制を整備、充実され

ることも併せて期待する。 

 

 

〔国際交流〕 

新型コロナウィルス感染症による行動制限のある中、オンラインを活用して様々な取組を推進し、国際的な連携を維持したことを評価す

る。オンラインのメリットを生かした交流も継続しながら、地域の国際化拠点の形成を期待する。グローバル化推進に向けて、学生の海外留

学支援、留学生への支援、ＡＢＰの充実、職員の海外研修の取組みの継続・発展に期待する。 

 

 

〔大学運営〕 

現物寄附の受入れ体制の整備やネーミングライツ事業の導入などの自己収入拡大のための新たな取組みを進めたこと、在宅勤務制度を整

備・拡充するなどの教職員が働きやすい環境を整備したこと、情報基盤を整備したこと、外部への情報発信のために統合報告書を発行した

ことを評価する。 

浜松医科大学との法人統合・大学再編については、学内の意見が大きくわかれる中、丁寧に対話を重ね、最終的な着地点を見出すため学内

の合意形成に努めたこと、解決に向け「静岡大学未来創成ビジョン」を学内決定したことを高く評価する意見がある一方、ビジョンを公表後

も浜松医科大学との協議が膠着し続け、関係自治体等への説明がされていないこと等を指摘する意見もあり、委員間で評価がわかれた。今

後は、浜松医科大学との協議が進展し、地域社会の理解を得て、両大学にとって望ましい着地点を見出すため、スケジュールをより意識した

進行と、学長のリーダーシップの発揮を期待する。 

 

 

〔総括〕 

 当会議は、業績評価を通じ、学長が静岡大学の教育、研究を発展させるべく、信念をもって、所信と中期計画を着実に実行されているこ

とを確認した。特に、新学部設置や本学の今後の方向性を示す「静岡大学未来創成ビジョン」の策定、地域連携の積極的取組みを高く評価

する。 

浜松医科大学との法人統合・大学再編問題については、浜松医科大学との協議が膠着し続ける状況であるが、学内決定した未来創成ビジ

ョンを活かしつつ、早期の問題解決が望まれる。 

当会議は、学長が、静岡大学のさらなる発展へ向けた展望を示し、執行部が一致団結して、法人統合・大学再編問題を含む大学運営上の

優先課題に果敢に取り組むことを期待する。 
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